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を基礎に行われ、しかもその結合は弱い。ある有力者の周りに議員が集合し


















































































































































































































































































































































10 その意味で、弱い制度化は、民主主義の基礎となる選挙を通じた説明責任を削ぐことにもなる（Mainwaring and Torcal, 
2005：2）。
11 先進国も含めた比較研究として、Kitschelt and Wilkinson eds., 2007、先進国の事例や理論（政治哲学）的検討も含めた日本で
の共同研究として河田編2008、また最新のものとして東南アジアのインドネシア、フィリピン、タイを取り上げた共同研究の
Tomsa and Ufen eds., 2013などがある。




点で）公共性に反するものではないとされる（Kitschelt and Wilkinson, 2007：11）。
13 ラテンアメリカを中心に、途上国における政党システムの制度化について比較研究を行ったメインウォリングとトーカルは、途
上国の政党システムが、総じて制度化の度合いが低いと指摘し、「個人依存（Personalism）」からの脱出が、すなわち途上国に
おける政党の制度化であると述べている（Mainwaring and Torcal, 2005）。
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